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序

　山口県防府市は、埋蔵文化財や史跡の豊富な土地として全国にその名を知られています。防府の名

前の由来となった周防国府跡や国分寺、重源上人が創建した阿弥陀寺や防府天満宮など、枚挙に暇の

ない数々の文化財が今に伝えられています。

　また県内有数の河川である佐波川流域においては、下右田遺跡や大日古墳など、弥生時代や古墳時

代の遺跡が右岸を中心に数多く見つかっており、そのうちのいくつかは発掘調査が行われています。

しかし、佐波川左岸については、これまでのところ発掘調査がほとんど行われていませんでした。

　本書は、農免農道整備事業牟礼小野地区建設工事に先立ち、防府市大字和字地内に所在する井ノ山

遺跡について、財団法人山口県ひとづくり財団が実施した発掘調査の記録をまとめたものです。

　調査の結果、弥生時代の青銅製 鑿 をはじめとして、縄文時代から近世にいたるまでの数多くの遺構
のみ

や遺物が出土しました。これらの遺物は、佐波川流域で暮らしていた人々や、この地域の支配者層の

動向を知る上で大変貴重な資料です。

　本書が、文化財保護に関する理解を深め、教育並びに学術研究としての資料、ふるさとづくりの基

礎資料として、広く活用されることを願うものであります。

　おわりに、当発掘調査の実施並びに報告書の作成に当たってご協力いただいた関係各位に対し、厚

くお礼申し上げます。

平成17年3月

財団法人　山口県ひとづくり財団　

理事長　　牛見　正彦　

 



例　言

１　本書は、平成16年度に実施した、井ノ山遺跡（山口県防府市大字和字）の発掘調査報告書である。

２　調査は、農免農道整備事業牟礼小野地区建設工事に伴い、財団法人山口県ひとづくり財団が山口

県山口農林事務所の委託を受けて実施したものである。

３　調査組織は次の通りである。

　　　調査主体　財団法人山口県ひとづくり財団　山口県埋蔵文化財センター

　　　調査担当　文化財専門員　　石　井　龍　彦

　　　　　　　　文化財専門員　　桑　原　豪　夫

　　　　　　　　文化財専門員　　上土井　宏　典

　　　　　　　　文化財専門員　　児　玉　　　勉

　　　　　　　　調査補助員　　藤　原　彰　久

４　調査に当たっては、山口県教育委員会、山口県山口農林事務所並びに地元関係各位から協力・援

助を得た。

５　本書の第1図は、国土地理院発行の５万分の１地形図「防府」「小郡」を複製使用した。

６　本書に使用した方位は、国土座標（世界測地系）の北で示し、標高は海抜標高（ｍ）である。

７　資料の鑑定・分析については下記の機関及び各氏の協力を得た。記して謝意を表す。

　　　銅鑿

　　　　所見　九州大学総合研究博物館一次資料研究系　教授　岩永　省三氏

　　　　蛍光Ｘ線分析　福岡市埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　　　　　　　 〃 　　　　　　　　比佐　陽一郎氏

　　　石材鑑定　山口県立博物館専門学芸員　亀谷　敦氏

８　福岡県津屋崎町今川遺跡出土の銅鑿に関しては、所有者の高田　直規氏の御好意により写真を撮

影・掲載させていただいた。

９　本書に使用した土色の色調の表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局（監修）『新版標準土色

帖』Munsell方式による。

10　図版中の遺物番号は、実測図の遺物番号と対応する。

11　本書で使用した遺構略号は、次の通りである。

　ＳＢ：竪穴住居跡　ＳＫ：土坑　ＳＰ：柱穴　ＳＥ：井戸　ＳＸ：不明遺構　

12　本書の作成及び執筆は、石井、桑原、上土井、児玉、藤原が分担して行い、編集は石井が行った。
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Ⅰ　遺跡の位置と環境

　井ノ山遺跡は、山口県のほぼ中央部に位置する防府市の和字地内に所在する。防府市は中央を流れ

る佐波川が下流に形成した防府平野とそれを取り巻く大平山や右田ヶ岳などの山地からなる。井ノ山

遺跡が位置する和字は佐波川中流域の小野地区に属する。小野地区は西に八幡岳と山口尾、東に松尾

山、南に矢筈ヶ岳と山地に囲まれた狭い谷底平野からなり、井ノ山遺跡は佐波川の左岸、松尾山の西

麓の低丘陵上に位置する。現在の佐波川の河道は遺跡のすぐ下まで迫っているが、地割や地質、遺跡

の分布状況等から当時の佐波川は現在の河道より西側を流れていたと考えられ、遺跡の下には多少の

平地が広がっていたと推測できる。佐波川は氾濫を何度も繰り返してきており、また遺跡が立地する

丘陵上にも土石流の痕跡が多数見られ、小野地区の人々は佐波川の恩恵を受けると同時に災害の危険

－1－

第１図　遺跡の位置と周辺の主な遺跡

１．井ノ山遺跡　２．小野中学校敷地遺跡　３．大井谷遺跡　４．奈美松ヶ谷遺跡　５．奈美松ヶ谷古墳　６．下和字遺跡　７．下和字石棺　８．岡田遺跡　９．宮の前遺跡

１０．松尾山天皇院跡　１１．松尾遺跡　１２．真尾猪の山遺跡　１３．井手山古墳群　１４．炭頭遺跡・角頭遺跡　１５．合三郎遺跡　１６．大歳遺跡　１７．大将軍遺跡　１８．五反田遺跡

１９．鈴屋八幡宮遺跡　２０．大景遺跡　２１．真尾開拓地遺跡　２２．真尾椎森遺跡　２３．阿弥陀寺経塚　２４．木部遺跡　２５．木部古墳　２６．浮野古墳　２７．沖原古墳群　２８．大内西

古墳群　２９．大内遺跡　３０．大内東古墳群　３１．大内西経塚　３２．茶臼山城跡　３３．末田窯跡群　３４．堀越窯跡群　３５．大内東経塚　３６．敷山城跡　３７．敷山窯跡　３８．大将

軍遺跡　３９．岩畠経塚　４０．切石遺跡　４１．岩畠宇津和古墳　４２．天田遺跡　４３．岩畠古墳群　４４．周防国府跡　４５．惣社古墳　４６．多々良ゴルフ場古墳群　４７．多々良廃寺

跡　４８．多々良ゴルフ場遺跡　４９．多々良寺山古墳群　５０．多々良寺山遺跡　５１．周防国分僧寺　５２．迫戸古墳　５３．天神山古墳　５４．八王子遺跡　５５．鋳物師大師塚古墳　

５６．車塚古墳　５７．桑山塔ノ尾古墳　５８．市庁舎敷地遺跡　５９．井上山遺跡　６０．井上山経塚　６１．日輪寺経塚　６２．仁井令条里跡　６３．伊佐江・鞠生松原塩浜跡　６４．右田ヶ岳城

跡　６５．塚原古墳群　６６．片山古墳群　６７．片山遺跡　６８．下右田遺跡　６９．右田遺跡　７０．高井山寄遺跡　７１．水津邸内古墳　７２．高井山寄古墳群　７３．大日古墳　７４．大崎遺

跡　７５．大崎東谷古墳群　７６．姫山東遺跡　７７．姫山遺跡　７８．奥正権寺遺跡　７９．大崎岡古墳　８０．奥正権寺古墳　８１．大判池古窯跡　８２．江良古鏡遺跡　８３．江良弘法山古

墳群　８４．玉岩屋古墳　８５．宮城森遺跡　８６．江良西の山古墳群　８７．江良霞山古墳群　８８．玉祖神社境内遺跡　８９．玉祖遺跡　９０．向山須恵器窯跡　９１．向山古墳群　９２．向

山遺跡　９３．丸山古墳　９４．佐野窯跡群　９５．佐野興禅寺裏古墳群　９６．佐野峠古墳群　９７．台ヶ原遺跡　９８．台ヶ原古墳群　９９．切畑遺跡　１００．切畑南遺跡　１０１．原遺跡　

１０２．岩淵貝塚・岩淵遺跡　１０３．岩淵古墳　１０４．小俣宮の前・小俣遺跡　１０５．台道繁枝砂丘遺跡　１０６．柴山古墳群



にさいなまれながら生活を営んできたといえる。

　小野地区においては旧石器時代の遺跡はまだ見つかっておらず、人々の生活の痕跡は縄文時代から

追うことができる。縄文時代の遺跡として真尾猪の山遺跡、下和字遺跡、小野中学校敷地遺跡などが

挙げられる。主に後期から晩期の縄文土器が出土しているが、小野中学校敷地遺跡からは早期に位置

付けられる押型文土器も出土しており、縄文時代の早い段階から小野地区に人々が暮らしていた痕跡

が見られる。佐波川下流域では大将軍遺跡、奥正権寺遺跡、台ヶ原遺跡から縄文時代早期の土器が出

土している。弥生時代の遺跡は佐波川の両岸とも主に山地の麓の低丘陵上に見られる。佐波川左岸で

は下和字遺跡から真尾猪の山遺跡まで弥生時代中期から後期の遺跡が連なっており、特に下和字遺跡

からは石棺が数基見つかっており、埋葬地があったことがわかる。また井ノ山遺跡の下には県道が通

っているが、『続防府市史』や『ふるさと小野』によると下和字遺跡から南のライスセンターのある辺

りにかけては大正年間の防石鉄道敷設時や県道工事時、周辺の山林の開墾時に多数の弥生土器や古式

土師器が出土しており、また丘陵上でも主に弥生時代中期から後期の遺物を採集することができるた

め、当時松尾山西麓の低丘陵地にはかなり大規模な集落があったということがいえる。佐波川下流域

では、後期を主体とする集落跡の下右田遺跡や中期から後期の高地性集落である井上山遺跡、大崎遺

跡等の弥生時代の大規模な集落遺跡があるが、それに匹敵する規模の大集落が同時期に小野地区にも

あったことがうかがえる。古墳時代前半の佐波川中下流域についてはまだ不明な点が多いが、古墳時

代後期になると突如佐波川下流域では主に防府平野縁辺の山地の斜面上に多くの古墳が築かれるよう

になる。多くは円墳の群集墳である一方、鋳物師大師塚古墳、車塚古墳、大日古墳のような大規模な

首長級の前方後円墳も築かれている。特に大日古墳は内部に畿内系の家形石棺をもち、地元首長と畿

内との密接な関係がうかがえる。小野地区では古墳時代後期の円墳である井手山古墳群と奈美松ヶ谷

古墳が築かれている。古代以降佐波川下流域は周防国府が設置され、発展を遂げていく。その後も中

世、近世を通じて交通の要所として栄えていく。小野地区には古代以降の遺跡はほとんど見つかって

おらず、鈴屋八幡宮遺跡から近世の甕棺墓が出土している程度である。しかし、平野部では中世土器

を採集でき、近くに集落跡がある可能性は高い。また松尾山には『防長風土注進案』によると平安時

代から室町時代の頃にかけて松尾山天皇院光明寺があり、一帯には１２の坊があったとされているが詳

細は不明である。小野地区は未調査の遺跡が多く、また周辺にはまだ多くの遺跡が眠っている可能性

が高く、今後の調査が期待される。

参考文献
１．防府市史編纂委員会『防府市史　資料Ⅰ　自然・民俗・地名』　１９９４
２．防府市史編纂委員会『防府市史　資料Ⅱ　考古資料・文化財編』　２００４
３．防府市史編纂委員会『防府市史　通史Ⅰ　原始・古代・中世』　２００４
４．防府市教育委員会『続防府市史』　１９８１
５．防府市教育委員会『防府市史』上巻　１９５６
６．徳地町史編纂委員会『徳地町史』　１９７５
７．山口県文書館編『防長風土注進案』第１０巻　三田尻宰判下　１９６５
８．山口県教育委員会『山口県遺跡地図―第１次改訂版―』　１９９１
９．防府市教育委員会『防府市遺跡地図』　２０００
１０．小野郷土史研究会編『ふるさと小野』創刊号　１９８５
１１．森田孝一「佐波川中流域出土の分銅形土製品―真尾猪の山遺跡の表採遺物について―」『山口考古』第２０号　２０００
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Ⅱ　調査の経緯と概要

１　調査に至る経緯

　山口県教育委員会は、農免農道整備事業牟礼小野地区建設工事に伴い、埋蔵文化財を保護するため、

関係機関と協議し、２００３（平成１５年）に埋蔵文化財の有無を確認するため事前の試掘調査を行った。そ

の結果、遺構の埋存が確認された範囲の中で、現状保存が困難な約５,４００㎡について発掘調査を行うこ

ととなった。

　調査は、山口農林事務所農村整備部から調査を委託された財団法人山口県ひとづくり財団の山口県

埋蔵文化財センターが実施することになった。

２　調査の概要

　平成１６年４月５日、発掘調査を始めるに当たって、山口農林事務所農村整備部との綿密な打ち合わ

せを行った。その結果、調査区を３期に分けて（１期＝Ⅰ地区農道交差点部、２期＝Ⅰ地区農道取付

道部、３期＝Ⅱ地区）調査することとなった。４月下旬には、防府市教育委員会、近隣の小学校・中

学校・警察署・消防署・自治会等に安全確保のための理解と協力を要請した。

　４月２０日、１期調査区について、重機による表土除去を始めた。４月２２日には作業員説明会を開催

した。発掘作業未経験の方がほとんどであったため、作業の流れや安全管理について周知徹底をはか

った。

　４月２６日、事務所を設置し、その後発掘機材の搬入を

行った。重機による表土除去の終了に伴い、５月上旬か

ら作業員を動員しての本格的な遺構の検出作業を進め

た。

　その間、調査員による平板実測を行い、５月中旬には

測量の基準となる標準座標杭を設置した。

　５月下旬からは遺構の掘り込み作業を開始し、その結

果、１期調査区では、県道沿いにおいて、中世から近世

にかけての遺構や遺物を多く検出した。また、北側では

流路が確認され、縄文時代から弥生時代、中世から近世

にかけての遺物が出土した。７月２日には空中写真撮影

を行い、１期調査区の調査を終了した。

　６月下旬からは１期調査と並行して２期調査区のトレ

ンチ調査を開始した。７月上旬には、トレンチ調査を踏

まえ、重機による表土除去を行い、その後、作業員によ

る遺構の検出作業、掘り込み作業、調査員による平板実

測、遺構実測を続け、７月中旬には標準座標杭を設置し

た。

　遺跡が傾斜地に立地するため、作業の効率を考えて空
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中写真測量による遺構実測を行うこととし、１０月２８、２９日に空中写真撮影及び１回目の空中写真測量

を行った。１１月１０日に２回目の空中写真測量を行い、１１月中旬まで、遺構の掘り込み作業を続けた。

　特に南半部東側から中央にかけての小規模な谷筋に沿って広がる褐色系の弱粘質土の層には、多く

の遺構の埋存が予測されたため、念入りな遺構検出作業を行った。その結果、２期調査区では、縄文

時代～弥生時代にかけての竪穴住居跡や土坑等が確認された。多くの遺物も検出され、１１月１２日に２

期調査区の調査を終了した。

　１１月１５日からは３期調査区の表土除去を開始した。翌日から、遺構の検出作業、遺物包含層の掘り

込み作業を開始し、仮設事務所等の撤収も並行して行った。

　遺跡の全容がほぼ判明した１１月２０日には、発掘調査の成果を広く公開すべく鈴屋公会堂において発

掘調査報告会を開催した。地元の人たちを中心に約１００

名の見学者があり、プロジェクターや写真パネルによる

遺跡全体の特徴や遺構、遺物の紹介、縄文時代・弥生時

代・中世や近世の遺物の展示を行った。

　１１月２２日、３期調査区の写真撮影、平板実測を行った。

３期調査区からは、遺物包含層のみの確認に終わった

が、弥生時代の遺物を多く検出することができた。１１月

２４日、３期調査区の掘り込み作業が終了し、井ノ山遺跡

の現地での調査はすべて終了した。

　調査全体を通して、調査区全体が傾斜地であり、転石

が多かったため、安全確保のため転石処理も必要とな

り、検出作業、掘り込み作業に多くの時間を要すること

となった。

　また、今年の夏場は記録的な猛暑のため、作業員の健

康管理に留意しながらの作業となった。加えて、度重な

る台風上陸のため、防災・排水作業に時間を費やし、度々

作業を中断することとなり、作業の進捗状況にも支障を

きたすこととなった。

　調査期間中、地元の小野小学校や防府市教研社会科部

会による遺跡見学及び発掘体験、博物館実習生の発掘実

習などを受け入れ、地域の郷土学習の場としても活用し

ていただいた。

　その後、山口県埋蔵文化財センターにおいて、調査資

料の整理、出土遺物の復元と実測及び写真撮影を行い、

この報告書を刊行するに至った。
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Ⅲ　調査の成果

１　遺構

（１）調査の方法と概要

　今回の調査で検出された遺構は、竪穴住居跡４軒、土坑１４８基、井戸１基、柱穴４３８個、埋甕遺構６

基、用途不明遺構５基である。遺構の密度はⅠ地区中央部が比較的高く、南東部は希薄である。竪穴

住居４軒はいずれも中央部西側で確認された。遺構の中では数量的には土坑が最も多いが、ほとんど

は遺物を伴っていない。また柱穴も多数検出されたが、建物跡を復元することはできなかった。Ⅱ地

区では弥生土器等を含む遺物包含層が確認されたが、遺構は検出されていない。

　調査区（Ⅰ地区）は、標高３５ｍから５４ｍにわたり、西側に向けて大きく傾斜しているが、北部県道

沿いには造成された狭い平坦面が認められる。北半部には花崗岩質の地山と粘性の強い堆積層が見ら

れるが、南半部には礫を多く含んだ砂質土ないし弱粘質土の層が堆積している。また調査区のほぼ全

域にわたって２ｍを超す転石が多数散在している。遺物包含層はⅠ地区北部（流路跡）、Ⅰ地区南半部

及びⅡ地区において確認されている。

　今回の調査にあたっては、土坑の掘り込みは傾斜を考慮して半裁した上で行い、竪穴住居等の掘り

込みは４分法で土層を確認しながら進めた。また流路跡はトレンチを設定して層位の確認を行いなが

ら掘り込みを行った。

（２）縄文時代

　縄文時代の遺構は土坑１基である。この遺構が検出されたⅠ地区南半部には、南東部分を除いて黄

褐色ないし黒褐色の弱粘質土が広く堆積している。これらの層のうち、東部から中央部にかけての緩

やかな谷沿いと、南西部のＳＸ５周辺において、縄文時代の遺物包含層が認められ、後者の下から土

坑が検出された。前者については、比較的まとまった土器が出土したが、遺構は確認できなかった。

土石流等の侵食によって失われた可能性も考えられる。これらの層からは、縄文時代晩期を中心とす

る土器片が出土している。なおⅠ地区北部の流路跡や中央部西側のＳＢ１西斜面からも縄文土器が出

土している。

ＳＫ１４３（第３図、図版４）　Ⅰ地区南西部、標高４８ｍ程の比較的平坦な面に位置する。ＳＸ５西辺溝

に切られる形で検出された。方形を呈しており、規模は残存部分で長軸４２０㎝、深さ７２㎝を測る。埋土

は黄褐色弱粘質土の単層である。少量ながら縄文時代晩期の土器片が出土した。

（３）弥生時代

　弥生時代の遺構は、竪穴住居跡、土坑、柱穴及び用途不明遺構である。これらはⅠ地区北部の平坦

面を除く広い範囲で検出されている。出土遺物はわずかに後期のものがみられるが、前期末から中期

のものが中心である。

　これらの遺構の中には、転石が落ち込んでいるものや、転石を遺構の肩の一部として利用したもの

もあり、落石は遺構の成立の前後に関わらず頻繁にあったと考えられる。

　なお、Ⅰ地区南端において、狭い範囲から大量の弥生土器が出土した。出土範囲は東西５ｍ、南北

２ｍであり、大小の土器片に角礫、表土、木片などが混在している。特にこの範囲の西寄りにおいて
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は、２重３重に倒伏した状態で多数検出されている。復元可能な土器は十数個確認され、器形は甕、

壺、鉢などである。これらの遺物の周囲からは遺構を検出することはできなかった。付近に元来存在

していた遺構が、後世の開発行為等によって撹乱を受けたものと考えられる。

　弥生時代の遺物を伴う包含層は、Ⅰ地区南半部及び北部の流路内堆積層において認められる。いず

れも残存状態は比較的良好であり、遺跡の東側調査区外への広がりを裏付けるものである。出土した

弥生土器は前期末から中期のものを中心としている。

①　竪穴住居跡（第４～６図、図版５～７）

　竪穴住居跡は４軒全てがⅠ地区の中央部で確認されている。いずれも斜面下位側の流失や転石の流

れ込みにより、残存状況はよくない。平面形は円形が１軒、隅丸方形を呈するものが３軒である。い

ずれの住居からも、明瞭な炉跡は検出されなかった。

ＳＢ１（第６図、図版６）　Ⅰ地区中央部西側に位置する。北西側の壁は流失しているが、床面は平坦
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で、平面形は隅丸方形を呈する。壁の高さは残存部で最大３６cmを測り、残存規模は南北方向で約５ｍ

である。主柱穴は４本と考えられ、中央穴直上から作業台が出土している。弥生土器片が出土してお

り、時期は中期のものと考えられる。

ＳＢ２（第５図、図版５）　Ⅰ地区中央部西側、ＳＢ１の南側に位置する。ＳＢ１同様、北西側の壁は

流失している。壁の高さは残存部で最大３０㎝を測り、残存規模は南北方向で約５ｍである。平面形は

隅丸方形と見られる。主柱穴は２本である。埋土中から石鏃、砥石、凹石等が出土している。また、

床面北東端では炭が検出されている。
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ＳＢ３（第４図、図版７）　Ⅰ地区中央部に位置する。西側の壁は流失しているが、床面は平坦に整え

られており、平面形は円形を呈する。残存する壁の高さは最大３６cmを測り、推定径は約８．５mに達す

る。主柱穴は６本と考えられ、中央穴上からは作業台が出土している。遺物は弥生土器片、凹石、紡

錘車が出土しており、時期は中期後半と考えられる。また、内部にＳＫ８０とＳＫ８２が掘り込まれてお

り、中央部からは炭が検出されている。

ＳＢ４（第６図、図版５）　Ⅰ地区中央部、ＳＢ３の南東側に位置する。南側の壁は流失しており、高

さは残存部で最大１８cmを測る。平面形は隅丸方形と考えられる。遺構内に多くの転石が流れ込んで

いる。床面は平坦に整えられ、埋土中から弥生土器片が出土している。

②　土坑（第７～１５図、図版８・９・１１）

　弥生時代の土坑は約１４０基が確認された。５ｍ近いものもあるが、大半は２ｍ未満の小型のもので

ある。平面形は円形・長円形・不整形を呈しており、大半は遺物が出土していない。

ＳＫ１４２（第７図、図版８）　Ⅰ地区南西部、ＳＸ５西側の標高およそ４８mの比較的平坦な面に位置す

る。平面形は長円形を呈しており、規模は長軸６０㎝、短軸４２㎝、深さ３８㎝である。遺構内部から弥生

中期後半の甕が直立した状態で出土しており、土器棺墓の可能性も考えられる。甕は遺構の中心より

１０㎝以上東寄りの位置にあり、底部から２０㎝浮いた状態で納められていた。口縁部は欠損している。

埋土は褐色砂質土の単層である。

ＳＫ１１７（第８図、図版９）　Ⅰ地区南半部のほぼ中央、標高およそ４９mの平坦面に位置する。褐色系
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の弱粘質土や砂質土の層に掘り込まれており、床面にトレンチを

設定して掘り込んだところ、下部にも包含層を含む褐色系の砂質

土が確認された。平面形は円形を呈している。残存部分の規模は

長軸で５００㎝余り、深さは８４㎝を測る。周囲にこれと重複する形

で長軸１ｍ程の円形の土坑が４基認められる。擂鉢状の断面形を

持ち、長軸９０㎝の円形の土坑ＳＫ１２７及び柱穴３個を内部にもつ。

各層から弥生土器の甕、壺、鉢などが出土した。

ＳＫ１２３・１２９・１４０（第９図、図版９）　Ⅰ地区南半部のほぼ中央、

標高４９m前後の比較的平坦な面に位置する。黄褐色砂質土の層に

３基が数珠繋ぎに重複して掘り込まれており、いずれも平面形は

円形を呈している。

　北側にあるＳＫ１２３の規模は、長軸３３０㎝、短軸３００㎝、残存する

深さは６０cmを測る。床面は平坦であるが、長軸２mの地山石が大きく露出している。ＳＫ１２９に切ら

れている。弥生前期末及び中期の土器が出土した。

　ＳＫ１２９は、長軸２４０㎝、残存する深さ６６㎝を測る。床面は西側に傾斜しており、北側でＳＫ１２３を、

南側でＳＫ１４０を切っている。弥生中期の土器が出土した。

　南側にあるＳＫ１４０の規模は、長軸２４０㎝、残存する深さは３０cmであり、浅く平坦な床面をもつ。床
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面の北寄りに柱穴が１個検出されたが、用途は不明である。北側をＳＫ１２９に切られている。弥生前

期末の土器が出土した。

ＳＫ３７（第１０図、図版８）　Ⅰ地区北半部中央、標高４３mの傾斜地に位置する。平面形は不整形である

が、概ね瓢箪に近い形状である。規模は長軸８０㎝、短軸６２㎝、残存する深さは３６㎝を測る。埋土は褐

色の粘質土である。長軸方向が傾斜の方向と一致しており、下方寄りの床面において弥生土器の甕が

検出された。

ＳＫ３２（第１０図）　Ⅰ地区北半部

中央、標高４５mの傾斜地に位置

する。平面形は不整形である。

規模は長軸１３０㎝、短軸８０㎝、残

存する深さは４４㎝を測る。長軸

方向が傾斜の方向と概ね一致し

ている。弥生土器片が出土し

た。

ＳＫ２４（第１０図）　Ⅰ地区北半部

中央に位置し、ＳＫ３２に隣接す

る。平面形は不整形である。規

模は長軸１６０㎝、短軸１００㎝、残

存する深さは６０㎝である。東側

に小規模な段を伴う。長軸方向

が傾斜の方向と概ね一致してい

る。弥生土器片が出土した。

ＳＫ３３（第１０図、図版８）　Ⅰ地

区北半部中央、標高およそ４５m

の傾斜地に位置する。平面形は

円形を呈している。規模は長軸

１４０㎝、短軸１２０㎝、残存する深

さは４０㎝の浅い皿状の土坑であ

る。埋土は褐色の粘質土であ

る。弥生前期の土器片が出土し

た。

ＳＫ２２（第１０図）　Ⅰ地区北半部

中央、標高およそ４４mの傾斜地

に位置する。平面形は円形を呈

している。直径６０㎝、残存する

深さは３０㎝の小型の土坑であ
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る。床面は傾斜面となっている。弥生中期の土器片が出土した。

ＳＫ５２（第１０図、図版９）　Ⅰ地区中央部西側、SB１の北側に位置する。平面形は長円形を呈してい

る。規模は長軸１６０㎝、短軸１２０㎝、残存する深さは４０㎝である。床面は傾斜面となっている。埋土は

暗褐色の粘質土である。弥生中期の土器片が出土した。
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ＳＫ８８（第１１図）　Ⅰ地区中央部東側、標高５２m程の比較的高い位置にある。平面形は不整形を呈して

いる。規模は長軸１６０㎝、短軸１４０㎝、残存する深さは６０㎝を測る。北西側の床面に柱穴を確認した。

大小の岩石が床面に露出している。弥生土器片が出土した。

ＳＫ６２（第１１図）　Ⅰ地区中央部東側、標高およそ５２mの比較的高い位置にある。平面形は長円形を呈

している。規模は長軸１８０㎝、短軸１２０㎝、残存する深さは６０㎝を測る。長軸方向は等高線とほぼ平行

である。弥生土器片が出土した。

ＳＫ９３・９４（第１１図）　Ⅰ地区中央部、標高５０m程の傾斜地に位置する。平面形はいずれも長円形を呈

している。規模はいずれも残存部分の長軸が１８０㎝以上あり、深さは４０㎝である。ＳＫ９３がＳＫ９４を

切っている。周囲に５０㎝～１ｍ程の転石が目立つ。ＳＫ９３からは弥生中期の高杯、甕、鉢などの土器

片が出土し、ＳＫ９４からも弥生中期の土器片が出土した。

ＳＫ６１（第１１図）　Ⅰ地区中央部東側、標高５２m程の傾斜地に位置する。平面形は不整形である。規模
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は長軸１３０㎝、短軸１００㎝、残存する

深さは４８㎝である。弥生土器片が出

土した。

ＳＫ１０７（第１２図、図版９）　Ⅰ地区

南半部東側、標高およそ５２mの位置

にある。角礫が混じる軟弱な砂層に

掘り込まれており、平面形は長円形

を呈している。規模は長軸２２０㎝、

短軸１４０㎝、残存する深さは３０㎝を

測る。中央北寄りの床面に柱穴をも

つ。埋土は暗褐色の弱粘質土であ

り、２０㎝大の礫が多数混入する。弥

生土器片が出土した。

ＳＫ１０８（第１２図、図版９）　Ⅰ地区

南半部東側、標高５１mの位置にあ

る。ＳＫ１０７と同様の砂礫層に掘り

込まれており、平面形は不整形を呈

している。規模は長軸２００㎝、短軸

１４０㎝、残存する深さは５５㎝を測る。

弥生土器片が出土した。

ＳＫ１１１・１２１（第１２図）　Ⅰ地区南

半部中央、標高５０m程の位置にあ

る。ＳＫ１１１がＳＫ１２１に切られてい

る。ＳＫ１２１の規模は長軸１１０㎝、残

存する深さは１６㎝であり、中央に浅

い窪みを持つ。弥生前期末及び中期

の土器片が出土した。ＳＫ１１１は残

存する規模が長軸１４０㎝、深さは４０

㎝であり、西側に柱穴をもつ。弥生

土器片と石錘が出土した。

ＳＫ１１６（第１３図、図版８）　Ⅰ地区

南半部中央、ＳＫ１１７の東側に位置

する。平面形は不整形である。規模

は長軸１５０㎝、短軸１１０㎝、残存する

深さは２５㎝であり、平坦な床面をも

つ。弥生中期の壺片が出土した。
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ＳＫ１３９（第１３図）　Ⅰ地区南半部中央、ＳＫ１４０の南に隣接する。平面形は長円形を呈している。規模

は長軸２５０㎝、短軸１００㎝、残存する深さは３０㎝を測る。南端に柱穴のような掘り込みがある。弥生土

器の壺が出土した。

ＳＫ１３５（第１３図）　Ⅰ地区南半部東側、標高５１ｍ程の位置にある。平面形は不整形を呈している。長

軸１５０㎝、短軸１３０㎝、残存する深さ３０㎝の浅い皿状の土坑である。遺物は出土していない。この付近

には同規模の土坑が複数検出されている。

ＳＫ１４６（第１３図）　Ⅰ地区南西部、ＳＸ５の南側に位置する。平面形は概ね長円形を呈している。規

模は長軸２３０cm、短軸１７０cm、残存する深さは３０㎝である。南西側にある２mを超す岩石は、遺構成立

後の転石と見られる。埋土は褐色の弱粘質土である。弥生中期の土器片が出土した。

ＳＫ１０９（第１３図）　Ⅰ地区南半部中央、標高およそ５０mの位置にある。平面形は不整形である。長軸

１７０㎝、短軸１６０㎝、残存する深さは４０㎝を測る。遺物は検出されていない。

ＳＫ１４７（第１３図）　Ⅰ地区南西部、ＳＸ５の内側に位置する。標高はおよそ４８m。平面形は長円形を

呈しており、南端でＳＫ１４３に接している。規模は長軸１９０㎝、短軸１７０㎝、残存する深さは５０㎝を測

り、南半分にテラス状の面を持つ。埋土は黄褐色の砂質土である。遺物は出土していない。

ＳＫ４（第１４図）　Ⅰ地区北部の流路跡南側、標高およそ３７mの傾斜地に位置する。平面形は長円形を

呈している。規模は長軸２８０㎝、短軸１７０㎝、残存する深さは９０㎝であり、短軸方向に大きく傾斜して
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いる。弥生土器片が出土した。

ＳＫ８（第１４図）　Ⅰ地区北部の標高およそ３９mの傾斜

地に位置する。平面形は長円形を呈している。規模は

長軸１５０㎝、短軸１３０㎝、残存する深さは５０㎝である。

長軸方向が傾斜方向とほぼ一致している。弥生土器片

が出土した。

ＳＫ１４４（第１５図）　Ⅰ地区南西部にあり、ＳＸ５の内

側でこれと重複している。平面形は長円形と見られ

る。規模は長軸３２０㎝、深さは５０㎝の浅い土坑である。

ＳＸ５から続く床面は西側に下る傾斜面となっている。

埋土は褐色の弱粘質土である。遺物は出土していない。

③　ＳＸ５（第１５図、図版１０）

　長さ約３０ｍ、最大幅約１．３m、残存する深さ約１５cm

のＵ字形の掘り込みをもつ溝が検出された。２条の溝

が南北方向にほぼ平行に巡り、東西に方向転換した溝

は閉じ、幅約０．９mの通路が設けられている。東側の

溝の南端部は石にぶつかり、西側の溝の南端部は傾斜

面で消滅する。西側の溝から幅約５０cm、深さ約１０cm

の溝が傾斜の低位方向に分岐している。

　東側の溝はSK１４４と重複しており、西側の溝は

SK１４３を切っている。

　溝の埋土は単層であり、通水の痕跡は認められなか

った。溝内部出土の土器から本遺構は、弥生中期後半

に属すると考えられる。

（４）中世・近世

　本遺跡において中世・近世の遺構は、県道に近く標

高が低いⅠ地区の西側に限定して確認された。

　県道に接する造成面から近世に属する埋甕や用途不

明遺構が検出され、近世のものと思われる井戸が露出

していた。中世に属する土坑や用途不明遺構は、この

造成面より一段高い傾斜地に弥生時代の遺構とともに

検出された。

①　土坑（第１６図、図版１１）

ＳＫ１　Ⅰ地区北部の県道沿いに位置する。径

１４０cm、残存する深さ４６cmの円形の土坑である。床面

はほぼ平坦で、褐色土、黄褐色土の２層が堆積してい
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第１６図　SK１・３・１４実測図



る。北西側の肩は撹乱坑によって切られている。遺物は瓦質土器の大甕の底部や瓦質土器片が出土し

ている。これらはいずれも床面からは浮いた状態で出土した。

ＳＫ３　Ⅰ地区北部に位置する。長軸１７６cm、短軸１２０cm、残存する深さ２０cmで、平面形は砲弾形を

呈している。床面は西側にゆるやかに傾斜している。遺物は瓦質土器の足鍋と擂鉢、土師器片が出土

しているが、床面貼付のものは認められなかった。

ＳＫ１４　Ⅰ地区北部に位置する。径１５０cm、残存する深さ５０㎝の円形の土坑である。床面は北側にゆ
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５　灰黄褐色（１０YR４/２）砂質土（SP埋土） 
６　にぶい黄褐色（１０YR４/３）粘質土（SK１７埋土） 
 

１ 

１
 

２
 

２
 

２ ４ ５ 

３ 
６ 

第１７図　SX３実測図



るやかに傾斜している。本遺構はＳＸ３の東側に位置し、同じ

造成面に掘り込まれており、同時期のものと考えられる。遺物

は出土していない。

②　ＳＸ３（第１７図、図版１２）

　Ⅰ地区の北部、谷筋の上位に位置する。段落ちの平坦面に掘

られており、SK１６に切られ、SK１７・１８を切る。SK１３～１５・１９・

２０も同じ遺構面に掘り込まれている。残存長７．４m、残存幅

３．２mを測る。北端は調査区外へと続き、西端はトレンチによ

って切られているため、全形は不明である。段状を呈し、遺構

内には多くの柱穴・土坑が掘り込まれている。遺構の東部で検

出された柱穴（ＳＰ２、第１８図、図版１３）からは完形の土師器

皿が水平に据えられた状態で出土しており、地鎮が行なわれた

と思われる。埋土は大きく３層からなり、主に暗褐色土層から

多くの遺物が出土している。特に遺構の南部では瓦質土器の足

鍋や鍋が集中して出土した。主な出土遺物は瓦質土器の足鍋・

鍋・擂鉢、土師器皿・坏等があり、出土遺物から本遺構は１４世

紀後半～１５世紀前半頃と思われる。

③　ＳＥ１（第１８図、図版１３）

　Ⅰ地区の北部、県道沿いに調査前から地表に露出していた。

平面形は円形を呈する。内径約４５㎝、深さは１m以上を測り、

下位については完掘していないため不明である。石組には３０～

４０㎝大の石が使われており、井戸の北東側はやや小ぶりの石が

多く積まれている。遺物は出土していない。

④　ＳＸ２（第１８図）

　Ⅰ地区北部に位置する。径約１２０cm、深さ最大２２cmの不整円

形をなす。黒褐色土が平面形でドーナツ状に検出され層位に逆

転がみられることから風倒木痕と考えられる。遺物は出土して

いない。

⑤　ＳＸ１（第１９図、図版１３）

　南北約１．８ｍ、東西約１ｍの範囲に遺物を含んだ土層が検出

されたが、掘り方は検出できず東部・南部は調査区境界である

ため遺構全体の規模は不明である。遺物は、瓦質土器及び土師

質土器の土瓶、そば猪口、煙管の吸口、油壺、寛永通寳、包丁、

釘などがある。完形のそば猪口は石の下から水平に据えた状態

で出土した。そば猪口の内部に埋土の流入がなく意図的に石で

蓋をしたと思われるが、目的は不明である。出土遺物から本遺
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４　にぶい褐色（７．５YR５/４）粘質土 

第１８図　SP２、SE１、SX２実測図



構は、１８世紀後半に属すると考えられる。

⑥　埋甕遺構（第１９図、図版１４）

　いずれも甕の大きさより若干大きい円形の掘り方に口縁部を上にして埋設されていた。埋甕１は、

土師質土器の甕が２重に埋設されていた。内側の甕の下から外側の甕の口縁部が出土しており、外側

の甕の破損後内側に新たな甕を埋設したものと考えられる。埋甕２は陶器の甕が埋設されており口縁
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部～体部上半が削平されていた。埋土から寛永通寳が出土しており、近世の埋甕遺構と考えられる。

埋甕３は土師質土器の大甕で口縁部～体部破片が多数折り重なって出土した。復元した甕の高さから

判断すると、当時の地表面は約３０～４０cm高いと思われる。

（５）流路跡（第２０図、図版１５・１６）

　Ⅰ地区北部、調査区の北端に沿って確認された流路跡で、上流部はＳＸ３付近で北に屈曲して、調

査区外に続いているとみられる。埋土の状況から、谷筋に形成された流路が土石流で埋まり、そこに

新しい流路が形成される過程を繰り返したと考えられる。埋土は大きく分けて、上層が粘質土、下層

が砂質土に分けられる。特にトレンチ３・４の下層の砂質土からは、縄文土器片が出土している。上

層の粘質土からは弥生時代や中世のものと思われる土器片が混在して出土しており、流れ込みによる

ものと考えられる。トレンチ５では近世の埋甕などが出土しており、排水路と思われるものも確認さ

れた。

（６）Ⅱ地区（第２１図、図版１７）

Ⅰ地区の南東部に位置する。調査区全体に礫が堆積しており、遺構を確認することはできなかった

が、南西端、中央部西端、中央部東端で遺物包含層を確認することができた。南西端の遺物包含層は、

７つの層が堆積しており、２層目の明黄褐色土と３層目の褐灰色真砂からは垂下口縁壺や器台の脚部

など多くの遺物が出土している。遺物包含層の時期は、出土遺物から弥生時代前期末から中期頃と考

えられる。中央部西端、中央部東端の遺物包含層からは、少量の遺物が出土している。

　Ⅱ地区は湧水が激しく、周辺の地形からみて、谷筋に位置していると思われる。また、遺物が流れ

込んだ状況からみて、Ⅱ地区の上位に遺構が埋存する可能性が高いと思われる。
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第２１図　Ⅱ地区詳細図・土層模式図



２　遺物

（１）土器

①　縄文時代の土器（第２２・２３図、図版１８～２０）

　１～２２は粗製土器の深鉢である。調整は内外面とも巻貝や二枚貝による貝殻条痕が多い。１は波状

口縁を呈し、端部に巻貝殻頂部の刺突による施文を行う。内外面とも巻貝条痕による調整を行う。

２、４、５は磨消縄文による文様帯をもつ。内外面とも巻貝条痕による調整を行い、胎土に黒雲母片

を多量に含む。３は胴部片で屈曲部は稜をもつ。内外面とも二枚貝条痕による調整を行う。８、２１は

波状口縁を呈し、口縁端部外面に稜がある。外面はナデ調整を行う。９は口縁部が内湾し、端部に１

条の沈線が巡る。外面は巻貝条痕による調整を行う。１０は波状口縁を呈し、端部に浅い刻目を施す。

１２は口縁部外面に肥厚帯をもち、端部は尖り気味で浅い刻目を施す。外面は条痕、内面はナデ調整を

行う。１３、１６、１８～２０は口縁部が「く」字状に外反し端部は面をもつ。外面は二枚貝条痕、内面はナ

デ調整を行う。１７は精製土器の深鉢で、内外面ともミガキ調整を行う。２２は口縁端部外面に巻貝殻頂

部による沈線が２条見られる。２３～４１は浅鉢である。浅鉢の大半が口縁端部内面が立ち上がり、段状

を呈する。内外面ともミガキ調整を行う。２３、２７、２８は波状口縁を呈し、端部はやや面をもつ。２４、

２９は波状口縁を呈し、端部は尖り気味である。２５は口縁端部外面に１条＋αの沈線を施す。３０は体部

屈曲部及び口縁端部に沈線を施し段状を呈する。３１、３９は口縁端部が内折し尖る。３２は黒色磨研の浅

鉢で内外面に明瞭な段をもつ。３３、３４、４０、４１は口縁端部が内折し面をもつ。３５～３８は立ち上がりは

短く内外面に明瞭な段をもつ。２６は精製土器で 形である。４２は粗製土器の深鉢で刻目突帯文土器で

ある。４３は精製土器の浅鉢の肩部片である。外面に斜格子文を施文する。本遺跡出土の縄文土器は磨

消縄文をもつ１、２、４、５等が後期に属するが、大半は晩期前半から中頃に位置付けられる。

②　弥生時代の土器（第２４～３１図、図版２０～２９）

　４４～５８は施文をもつ弥生土器片である。４４～５５は壺胴部、５６、５７は甕の肩部、５８は鉢の口縁部であ

る。４４、４６～５０は刻みをもつ貝殻腹縁による羽状文を主体とする。４４は雑な羽状文上に連続刺突文、

沈線を施し、外面の一部には赤色顔料の痕跡が認められる。４６は羽状文帯の下に沈線及び下弦の重弧

文を施す。５１は刻みをもつ貝殻腹縁による羽状文、沈線下の貼付突帯上に巻貝先端部による竹管文を

施す。５２、５３は刻みをもつ貝殻腹縁による×軸の木葉文で、５３は木葉が簡略化され、２本の平行線で

表現されている。５４は刻みをもたない貝殻腹縁によるヘラ描き２条沈線、５５は刻みをもたない貝殻腹

縁によるヘラ描き沈線下に刻みをもつ貝殻腹縁による下弦の重弧文＋上弦の重弧文を施している。５６

は刻みをもたない貝殻腹縁による粗いヘラ描き沈線４～５条の下に巻貝先端部による竹管文を施す。

５７は巻貝先端部による竹管文を施す。５８は小型の巻貝の殻表を横方向に連続して押圧したものとみら

れる。

　５９は壺の口縁部片で、鋤先口縁をなすが、内面突出部を欠失する。６０～６２は甕の口縁部片で、口唇

部上端を拡張する跳ね上げ口縁である。６３は伏鉢形を呈し、上部に穿孔を有する。形態的には蛸壺に

近いが、穿孔は上端に近い位置にあり径も小さく、用途は不明である。６５は甕で、口縁部は如意形に

外反し、端部に刻みを有する。胴部はあまり張らず、肩部に３条の沈線を施す。前期後半のものとみ

られる。６９は壺または器台の口縁部である。口唇部に４条の擬凹線をもつ。７４、８１は大きく外反する
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口縁端部上に立ち上がり部を付加する内折口縁であり、内面突帯を有する。７４の内面突帯は曲線的に

貼付され、注口状を呈する。

　８４～９６は攪乱坑からまとまって出土した土器群である。甕の跳ね上げ口縁で、器壁は薄く、底部は

やや薄手で上げ底をなす。壺は胴部が扁球形をなし、中位に最大径をもつ。底部はやや上げ底であ

る。鉢は胴部が半球形をなし、底部は上げ底を呈する。９４、９５はミニチュアの壺及び無頸壺である。

攪乱坑出土土器は中期後半のものである。

　９７は壺の口縁部で、口唇部に刻みを入れ、口縁直下に１条の沈線を施す。前期後半のものとみられ

る。９８、９９は壺口縁部で、朝顔形に大きく外反し、内面突帯を有する。９８は口縁部内面に肥厚帯をも

ち、９９は口縁部に穿孔を有する。９８、９９は前期末のものである。１００～１０４、１０９は内折口縁壺で、１０２

は外面にヘラ描き山形文を有する。これらの内折口縁は、概ね中期初頭に比定できる。１０５～１０８は壺

の口縁部で、１０５は端部に山形文、１０６は刻みを入れる。１０７は口唇部を上下端に拡張し、頸部に２条の

連鎖状突帯を有する。１０８は口唇部下端に連続する指頭圧痕をもつ。１１０～１１４は垂下口縁で、山形文

を有する。１１５～１１８は壺の口縁部で、１１５、１１７は端部に擬凹線を有する。１２０、１２１は須玖式に伴う長

頸壺で、口縁部外面に断面三角形の貼付突帯を有する。１２５は多条突帯をもつ壺の口縁部片で、口唇部

に円形浮文をもつ。１１９は壺の口縁部片で、口縁外面に粘土帯を垂下気味に貼付する。中期前半のも
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のである。１２２、１２４、１２６、１２８は須玖式の鋤先状を呈する壺の口縁部片である。１２９は複合口縁で、後

期後半のものである。１３３～１３５は無頸壺の口縁部で、１３３、１３４は蓋を固定するための紐孔を有する。

　１４５～１５１は甕で、口縁部は短く外反するかまたは逆L字状をなす。口唇部下端に刻みを有し、肩部

に４条以上の沈線を有する。１４７は沈線下に刺突文、１５１は竹管文をもつ。前期末～中期初頭のもので

ある。１５２は断面形が鈍い三角形を呈する貼付突帯の頂部に刻みを入れ、下部に４条の沈線を有する。

１５３～１５９は鉢または甕の口縁部で、いずれも口縁部外面に粘土帯を貼付する。前期末から中期初頭の

ものとみられる。１６１～１６３、１６５は口縁部下に連鎖状突帯を貼付する。１６６～１６８、１７２、１７６は、跳ね上

げ口縁の甕で中期後半のものである。１６９～１７１、１７３～１７５、１８１は甕の底部である。やや上げ底をなす

ものが多く、１６９、１８１は底部中央に穿孔する甑である。１７１は割れ口の状態から製作工程がよくわか

る。１７７～１８０、１８４は高坏の口縁部とみられる。１７７、１７９は鋤先口縁をなす。１７８は体部上位で屈折し、

口縁部は外反する。外面に擬凹線をもつ。１８３は器台受部または壺口縁部で、口縁部が緩やかに外反

し、端部は跳ね上げ気味である。１８６は底部に取っ手が剥がれた痕跡があり、ジョッキ形土器の一部と

みられる。１８７はジョッキ形土器の取っ手部である。

　１８８、１８９は垂下口縁壺で、垂下部にヘラ描き山形文を施文する。１８８は口縁部内面に注口状に曲線的

な貼付突帯をめぐらす。１９１は内折口縁壺である。１９３は高坏または壺の口縁部片で、鋤先口縁を呈す

る須玖Ⅱ式土器である。１９５は鉢または高坏の口縁部で、口唇部は外面に粘土を貼付するとともに内

面にもわずかに拡張し、上面を平坦面としている。１９２は甕で底部は上げ底をなす。１９４は台付鉢また

は台付甕の脚部とみられる。１９７、１９８は器台で、１９８は筒部に絞り痕がみられる。

　１９９は口縁部が垂下し、垂下部外面にヘラ状工具で山形文を施文する。口縁部内面に注口状に２条

の貼付突帯を貼付する。頸部には断面三角形の突帯を３条貼付する。２００は鉢で、底部は上げ底をな
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す。口縁部はくの字形に外反するが、先端を欠失する。内外面ともにヘラミガキを施している。

③　古代以降の土器（第３２～３６図、図版３０～３３）

　２０１～２０４は瓦質土器の足鍋である。口縁端部は上方へ尖り気味で、底部外面は格子目タタキ、体部

内面は横方向のハケ目調整を行う。体部外面は大量の煤が付着する。２０５は瓦質土器の擂鉢である。

２０６～２０９は土師器皿である。ロクロ成形で口縁端部は尖り気味である。底部外面は回転糸切り痕が残

る。２０６はほぼ完形で、口径８.５㎝、器高１.９㎝、底径３.６㎝を測る。２０９は体部外面にロクロ目が顕著に残
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る。２１０、２１１は土師器坏である。底部には断面三角形の高台を貼付する。２１２は白磁碗である。２１３～

２１６は瓦質土器の擂鉢である。２１３は片口部破片。２１６は３条１単位の卸し目を施す。２１７は瓦質土器の

鍋である。口縁部は外折し、端部は丸みをもつ。体部外面は大量の煤が付着する。２１８～２２８は瓦質土

器の足鍋である。２１８は口縁端部は短く丸くおさめ、底部外面はナデ調整、体部内面は横方向のハケ目

調整を行う。２２０、２２１、２２５、２２６は口縁端部を上方へ短く尖り気味におさめ、口縁部内面は明瞭な稜

をもつ。底部外面は格子目タタキ、体部内面はハケ目調整を行う。外面は大量の煤が付着する。２２７、

２２８は脚部片である。指頭で獣脚状の成形を行う。２２９は瓦質土器の鍋である。口縁部は外側へ開き、

端部は面をもつ。体部外面は粘土帯接合痕が顕著に残り、大量の煤が付着する。

　２３０、２３１は土師質土器の鉢である。２３１は底部に剥離痕があり、高台状の脚部をもつと思われる。体

部外面は粘土帯の接合痕が顕著に残る。２３２は土師質土器の甕である。２３３は土師質土器の羽釜であ
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る。体部中位にやや下垂する鍔を貼付する。体部外面は大量の煤が付着する。２３４は萩焼の油壺であ

る。口縁端部から高台付近にかけて藁灰釉を厚く施釉し、高台は削り出している。２３５は肥前磁器の

そば猪口である。体部外面はコンニャク印判で呉須絵の蕪を、高台は二重圏線を施文する。内外面と

も透明釉を施釉し、高台の畳付は削り出す。１８世紀後半のものと思われる。２３６は土師質土器の土瓶

である。注口部及び把手が貼り付けで、注口内に４個の穿孔がある。外面は大量の煤が付着してい
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る。器壁は薄い。２３７､２３８は土瓶の蓋である。２３７は瓦質で、宝珠形つまみを持ち天井部は型押しで施

文を行う。２３８は土師質で、無文。２３９は瓦質土器の土瓶である。体部中位に鍔が巡る。注口部及び把

手は貼り付けで、注口内に４個の穿孔がある。体部上半は型押しの草花文を施文する。２４０～２４４は埋

甕で、２４０、２４１、２４３、２４４は土師質、２４２は陶器である。いずれも体部内面はタタキに伴う同心円状当

て具痕をナデ消す。２４０は口縁部に６弁の印花文が巡る。２４１は平底の底部から大きく外反して立ち上

がる。２４２は焼き歪みが見られる。外面は平行タタキ後ナデ調整を行う。２４３は完形の甕で、口径３４.６

㎝、底径１４.２㎝、器高２８.３㎝を測る。口縁から胴部にかけて意図的に円形に打ち欠いており、特殊な用

途で使用したとみられる。２４４は大甕で、復元口径９３.４㎝、底径２０cm、器高７５.３㎝を測る。

　２４５～２４７は須恵器である。２４５は蓋と思われる。体部と天井部の境は屈曲して稜をなし、つまみ部

は後から充填して成形し面取りを行う。２４６は坏である。２４７はこね鉢。２４８は土師質土器の鉢と思わ

れる。口縁端部及び内面に煤が付着し、灰落としの可能性もある。２４９は土師質土器の大甕である。

２５０は肥前系陶器の甕である。胴部に７条の沈線と１条の波状沈線が巡る。２５１は陶器の擂鉢である。

内外面とも鉄釉を施釉し、内面に卸し目を施す。２５２は器種不明の土師質土器である。口縁部は直線

的であり、方形をなすとみられる。外面が不調整で、内面は横ナデで２条の沈線状のものを施す。本

遺跡から出土した近世の土師質土器は器形、胎土等からみて多くが防府市の佐野焼とみられる。

（２）石製品（第３７～４１図、図版３４～３７）

　２５３～２７４は石鏃である。全長は１.７～３.４㎝、幅１.３～２.６㎝、厚さ０.３～０.６㎝、重さ０.６～４.３ｇである。

２５３～２６６は凹基無茎式、２６７～２７３は平基無茎式、２７４は凸基無茎式である。２５４、２５６、２５９、２７０の石材
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は姫島産黒曜石製、その他は安山岩製である。２７５は泥岩製の磨製石剣片である。片面は剥落してい

る。残存面には、不明瞭だが鎬が認められる。２７６は姫島産黒曜石製の石核で、重量は８５.６ｇである。

断面形は三角形に近い。剥離は上方向からの剥離の後、裏面の左方向からの剥離、その後表面の右方

向からの剥離後左方向からの小剥離の順で行っており、下半部は自然風化面を残している。２７７～２８０

は砥石である。２７７は砂岩製の荒砥で、各面とも使用による摩滅が著しい。２７８は砂岩製の中砥で、使

用痕は３面にあり、うち１面には鋭利な刃部による深い溝状の傷痕も認められる。２７９、２８０は泥岩製

の細砥または仕上げ砥で、全面に細かい擦痕がある。

　２８１～２８３は泥質片岩製の打製石斧である。２８４～２９０は磨製の蛤刃石斧で、石材は２８４～２８８が安山

岩、２８９が蛇紋岩、２９０が砂岩である。２８４は撥形の平面形をなし、器面は丁寧に研磨している。２８５は

ほぼ完形品で、中央部には敲打痕が残る。片面は柄が装着しやすいよう中央部を平滑に整えている。

　２９１～３００、３０２～３０６は凹石、敲石、磨石で、２９９は安山岩製、他はすべて凝灰岩製である。２９１、２９５、

２９６、２９８、２９９、３０３、３０４は器面に磨痕及び敲打痕が認められる。２９２～２９４、３００、３０２、３０３、３０６は複

数面に敲打痕が認められる。２９７、３０５は各面に磨痕が認められる。２９４、２９６は器面に煤が付着する。

３０１は凝灰岩製の石皿で、片側の平坦面が使用により凹んでいる。３０７は砂岩製の大型砥石で、荒砥で

ある。

　３０８、３０９は石包丁片である。３０８は泥岩製で、器面は剥落が著しいが、残存部は丁寧に研磨されてい

る。穿孔は両面から行われている。３０９は砂岩製で、小片のため詳細は不明だが、残存部の器面は丁寧

に研磨されている。３１０は泥岩製の用途不明石製品である。剥落が進行しているが、器面残存部には

研磨痕が認められる。石材及び研磨状況は、石包丁３０８と酷似している。３１１、３１２は泥質片岩製で、器

面は板状に剥離しやや脆い。用途は不明である。３１２は横断面形が三角形を呈し、器厚の厚い側の長

辺半ばに浅い刳り込みをもつ。一方の長辺は両面から研ぎ出すが、端部は幅の狭い面をなし、鋭利な

刃部としていない。３１８～３２１は石製紡錘車で、円板形を呈する。いずれも角閃石安山岩製であり、全

体に丁寧な研磨が施されている。３１８は径５.０～５.１cm、厚さ０.６～０.７cmである。３１９は径５.５cm、厚さ０.６
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～０.７cmである。３１３～３１６は角閃石安山岩の扁平な礫である。側縁の一部に粗い打撃による敲打痕が

認められ、初期加工段階の紡錘車原材と思われる。３２２は紡錘車未製品で、泥岩製である。中央孔は貫

通していない。３２３～３２７は石錘である。３２３～３２６は砂岩製、３２７は角閃石安山岩製である。 ３２３、３２５

は扁平な楕円形の円礫で、その長軸両端の側面に粗い打撃を加えたものである。３２３は長さ９.５cm、幅

５.４cm、厚さ２.６cmである。３２５は長さ３.７cm、幅２.８cm、厚さ１.４cmである。３２４は平面形は長楕円に近

く、断面形はほぼ正円形である。擦り切り技法による溝が縦位に１条、横位に１条巡る。長さ３.３cm、

幅２.５cm、厚さ２.４cmである。３２６、３２７は平面形が紡錘形、断面は扁平な楕円形である。擦り切り技法

による溝が周位に巡る。３２６は長さ６.０cm、幅３.９cm、厚さ２.６cmである。３２７は長さ５.５cm、幅３.５cm、

厚さ２.６cmである。

（３）土製品（第４１図、図版３７）

　３２８は伊予、周防、安芸等に分布する方形の分銅形土製品の下半部である。器面はナデ調整である。

（４）金属製品（第４２図、図版３８）

　３２９は銅鑿で、全長７.０㎝、最大幅１.１㎝、最大厚１.１㎝、重さ４５.８ｇである。銅剣の茎部を再加工した

ものとみられる。銅質は比較的良好であるが、部分的にブロンズ病が認められる。もとの銅剣の型式

は不明だが、剣身を９０度回転させた状態で、鑿として再加工したものとみられる。基部端は湯を流し

込んだ際の先端部で、未加工の可能性が高い。断面形は刃部に近い部分は各角に面をもつ不整長方形

で、丁寧に研磨されている。基部に近い部分は長円形をなし、器面の研磨は粗い。基部より刃部側の

方が径が大きく、基部はかなり削り込んだ可能性が高いが、基部に接して帯状に凹んだ部分がみられ、

この部分は銅剣が鋳造された際の器面が残存している可能性もある。
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　３３０、３３１、３３３は、出土状況等から弥生時代に帰属するものと考えられる。いずれも用途不明の鉄製

品で、断面形は３３０が長方形、３３１、３３３が板状である。３３４は用途不明である。３３５、３３６は包丁である。

３３６は刃から棟にかけて内湾しており、破断した包丁を研磨したものと考えられる。３３７～３４１は釘で

ある。いずれも錆化が激しいが、頭巻釘と思われる。３４２は煙管の雁首、３４３～３４５は煙管の吸口であ

る。いずれも銅製か真鍮製かは不明である。３４２は小口から脂返しにかけて羅宇の皮がほぼ完全に残

存している。３４４は羅宇本体がほぼ完全に残存している。３４５は明瞭な肩をもつものである。 ３４６は皇

宋通寶（初鋳１０３９年）、３４７～３５０は寛永通寶である。 

－46－

３２９ 
３３０ 

３３１ 

３３３ 

３３２ 

３３４ 

３３６ 

３３５ 

３３７ 

３３８ 

３３９ 

３４０ 

３４１ 

３４２ 

３４６ 

３４７ 
３４８ ３４９ 

３５０ 

３４４ ３４５ 

３４３ 

０ １０㎝ （１/２） 

３２９・３３１～３３３・３４２・３４５・３４６・３５０：Ⅰ地区遺物包含層，３３０：SB３ 
３３４～３４１・３４３・３４４・３４７・３４８：SX１，３４９：埋甕２ 

第４２図　出土金属製品実測図



Ⅳ　まとめ
　弥生時代を中心としていくつかの項目について取り上げ、まとめとしたい。

銅鑿について　本遺跡の中で最も注目される出土遺物は銅鑿であるが、本文中では出土状況について

触れておらず、はじめにこの点について記しておきたい。重機による表土除去前、標高５０ｍ付近のⅠ

地区南半部中央の試掘トレンチ北脇で、灰褐色の残土中から一部が露出した銅鑿を発見した。出土状

況からみて、前年度実施された試掘調査の掘削土に含まれていたことは疑いない。出土した灰褐色土

からみて、一帯に堆積する遺物包含層またはＳＫ１１３等の遺構内に埋存していたものと考えられる。

　このような出土状況のため、厳密な時期特定は不可能であるが、出土地点周辺の遺構や一帯の遺物

包含層中から出土する土器はほとんどが弥生時代前期末～中期前半のものであり、銅鑿も同時期の可

能性が強いと考えられる。

　これまでに、国内の弥生時代遺跡から出土している武器形青銅器を転用した銅鑿は３点である。銅

剣の転用は、福岡県宗像郡津屋崎町今川遺 跡 と岡山県岡山市高松田中遺 跡 に各１点みられる。今川遺
　（１） 　（２）

跡例（右下写真）は遼寧式銅剣茎部の転用品とされ、断面形はやや扁平な長円形で、一方の端部に刃

部を研ぎ出すが、刃部の多くは失われている。高松田中遺跡例は両面に鎬がある断面形が菱形の細形

銅剣の鋒部片を転用し、先端部を磨いて刃部としている。銅矛の転用は、奈良県磯城郡田原本町の唐

古・鍵遺 跡 にあり、細形銅矛鋒部片の一端を片刃加工している。韓半島では忠清南道扶餘郡草村面松
　（３）

菊里遺跡の石棺墓出土 例 が遼寧式銅剣茎部の転用品であるが、銅鑿の多くは根元に がある鋳造品で
　（４）

あ る 。
　（５）

　このように銅鑿の出土例は多くないが、弥生時代前半期は扁平片刃石斧や柱状片刃石斧が一般的に

使用され、その後国内では実用品としての鑿には主に鉄器が採用されたためと考えられる。

　井ノ山遺跡の銅鑿は、銅剣の器面がほとんど残っていないとみられることから、形状から元の銅剣

の形式を知ることはできない。蛍光X線分析結果によれば、弥生時代中後期の国産青銅器と比較し

て、錫、鉛の割合が高く、ヒ素が少ないという。このことから、断定はできないものの、国産青銅器

以前の舶載青銅器に由来する可能性が考えられるとのことである。この場合遼寧式銅剣や細形銅剣が

対象となるが、長期間伝世したものでなければ、遺跡の時期からみて細形銅剣の可能性が高い。

　青銅器の利器への転用に関して、吉田広 氏 は小型利器としての青銅器利用は中期前葉には開始さ
　（６）

れ、在地の扁平片刃石斧との形状・刃部形態の共通性から最終形状への加工は入手した各地で行われ

たとする。また模倣石製品の出現・拡散時期が下ることから、転用青銅器は出土地流入時には既に破

損品であった可能性が高いと指摘している。その上で、銅・鉄製品ともス

クラップの小型利器への再利用形態が存在し、その初現は前期前半の今川

遺跡出土の銅鏃・銅鑿にさかのぼるとされている。ただし、この説は主に

青銅器を墓の副葬品としない九州以外の東地域に適用されている。

　県内の青銅器の出土例は周辺県と比較しても極めて少なく、有力集団で

あっても青銅器入手は困難とみられてきた。従って、器種や破片の大小を

問わず、青銅器の所有自体が権威を示す上で大きな力を果たしたと考えら

れる。これまで、県内で弥生時代中期前半以前の武器形青銅器が出土した
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遺跡は、下関市梶栗浜遺跡、下関市中ノ浜遺跡、美祢市砂地岡遺跡であ る 。梶栗浜遺跡の４本の細型
　（７）

銅剣と中ノ浜遺跡の細型銅剣は副葬品であり、破片で出土したものでも再加工は認められない。これ

ら響灘沿岸地域の遺跡は、前期末～中期初頭には大陸との直接交易または北部九州経由の舶載青銅器

入手ルートをもっていたとみられる。これに対し、美祢市砂地岡遺 跡 の細形銅剣鋒部片は、刳り込み
　（８）

状の再加工痕や破片を柄に再装着した痕跡があり、今回の井ノ山遺跡例も茎部片の転用品である。響

灘沿岸地域の武器形青銅器は、土器が最も華麗な貝殻施文をもつ綾羅木Ⅲ式期にあたる。梶栗浜遺跡

に埋葬された人々の集落とみられる綾羅木郷遺跡は拠点的な集落である。綾羅木Ⅲ式土器は県内中部

以西の瀬戸内沿岸や内陸部にもみられ、流入地域でも施文具としての腹縁に刻みをもつ貝の使用や施

文モチーフを維持している。砂地岡遺跡では前期末から中期初頭の綾羅木Ⅲ式土器が出土し、井ノ山

遺跡でも綾羅木Ⅲ式の貝殻施文文様モチーフをもつ土器が出土している。両遺跡とも青銅器入手時期

の土器の可能性が強い。これらの意味について、ここでは一つの仮説を挙げておきたい。綾羅木郷遺

跡を拠点とした集団は入手した武器形青銅器のうち良品を保持し、一部の破損品を、移動や交易の際

に県下内陸部や中部以西瀬戸内沿岸地域の有力集団に分与した。綾羅木郷遺跡を拠点とした集団は、

保有する破損青銅器の分与により、他集団に対する優位性を示していた。出土例が少ないため、無論

可否については、今後の資料増加を待って再検討しなければならない。

弥生土器について　前期末から中期初頭の土器にみられる貝殻施文文様パターンはすべて綾羅木郷遺

跡に同じモチーフがある。使用する施文具も刻みの有無を問わずほとんどが貝殻であり、綾羅木Ⅲ式

の影響とみられる。また甕や鉢の口縁外面に粘土帯を貼付し肥厚させる技法も県西部地域の影響によ

るものである。一方、竹管文や４条以上の沈線をもつものも多いが、これは瀬戸内的な特徴である。

集落が成立する前期末には、従来いわれているように、土器様相には周防長門中間地 域 の特徴が認め
　（９）

られる。中期前半から末にかけても、鋤先口縁壺や口縁外面に貼付突帯をもつ長頸壺、跳ね上げ口縁

と薄い器壁を特徴とする甕など北部九州須玖式の影響と垂下口縁壺や連鎖状突帯をもつ甕を特徴とす

る周防伊予を中心とする瀬戸内的要素の双方がみられ、中間地域の特徴を維持している。

凹石等について　調査では、凹石、磨石、敲石が多数出土した。実測図未掲載のものも十数点あり、

かなり目立った出土量である。遺物包含層からの出土が大部分のため、直接帰属時期は特定できない

が、調査区のほぼ全域から出土しており、分布状況は弥生土器と一致するため、弥生時代に帰属する

可能性が高い。これらの石器の用途は、石器製作や食用木の実の加工等が考えられる。松尾山山麓は

湧水に恵まれるが、西側低地は佐波川が形成する谷底平野であり、佐波川に面した低地での水田耕作

は、氾濫の危険から困難であったと考えられる。真尾猪の山遺跡の南に広がる扇状地や山間の谷間を

利用しても、水田耕作地は不十分であった可能性が高い。弓による鳥や小型動物猟、佐波川での漁労

の他、堅果類の採集もこれらを補完するかたちで行われていたのではないかと考えられる。

石製紡錘車について　本遺跡では、周防部でよくみられる周南市四熊ヶ岳産角閃石安山岩製紡錘車

が、原材、打ち欠きのみの初期加工品、円板状未製品、製品が揃って出土しており、遺跡内での製作

が裏付けられる。原材は比較的扁平な円礫であり、採掘ではなく河原から採集したものであることが

確実である。佐波川右岸の下右田遺 跡 や山口市の吉田遺跡等でも同様の原材が発見されてお り 、一般
　（１０） 　（１１）

的な入手方法であったとみられる。
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方形周溝状遺構について　弥生時代中期後半のＳＸ５はコの字状に溝が巡り、北辺の溝は一部が途切

れて通路状となり、溝床面や掘り方には多くの地山石が露出していた。傾斜変換点付近の比較的平坦

な場所にあり、一帯に堆積していた黒っぽい砂質土を精査したが、主体部の可能性がある土坑は検出

されなかった。これまで同様の遺構は、①墓地・墓域、②住居施設、③祭祀関係の機能が考えられて

いる。しかし、本遺跡ではいずれにあてるにも積極的な根拠は認めらず、今後の周辺地区の調査によ

る類例増加を待って検討したい。

弥生時代集落跡について　これまで、防府市内では下右田遺跡や大崎遺跡、奥正権寺遺跡、井上山遺

跡等の発掘調査が実施されている。いずれも井ノ山遺跡と時期的に接点をもち、貯蔵用の袋状竪穴が

多く存在するが、井ノ山遺跡では発見されなかった。井ノ山遺跡は大小の転石が多く、花崗岩由来の

砂質土が堆積するなど袋状竪穴を営むのに困難な自然状況である。しかし、遺跡の全体面積からみれ

ば、小面積の調査であるため、袋状竪穴の有無の確認は今後の課題である。

　今回の調査では、墓地は発見されなかった。遺跡の北約５００ｍには下和字石棺群が知られており、石

棺付近の別の集落跡に伴う墓地とみられる。井ノ山遺跡も同時期の遺跡であることから、下和字石棺

群と同じ箱式石棺や土坑の可能性が強く、周辺のいずれかの丘陵上に営まれた可能性が強い。

　井ノ山遺跡の弥生時代集落は、土器片散布状況から高位の東調査区外に広がるものとみられる。地

形的には佐波川に面する西端部では平地との比高差はほとんどなく、東の高位側では５０ｍを超える。

広義の高地性集落とみてよいかは慎重な検討を要するが、西に佐波川が流れ背後や南北に山が迫る状

況から一定の防御機能は有すると考えられる。南に隣接する真尾猪の山遺跡は急峻な山の尾根上に本

体があるとみられ、小谷を挟んだ東奥の山裾にも遺物を含んだ土層が露出する。これらを含めた一連

の集落の中で、分業的に日常居住、非常時の防御などの役割を果たしていた可能性も考えられる。

その他の時代について　縄文時代の遺構は土坑が１基確認されたのみであり、性格はよく分からな

い。遺物は、北端に近い流路跡から磨消縄文をもつ後期の土器片が比較的良好な状況で発見されてお

り、調査区外北東部に遺構が埋存する可能性が高い。中央部及び南半部でも遺物包含層内から晩期前

半の土器片が出土しているが、主体は佐波川に近い調査区外西の低位側に埋存する可能性が高い。対

岸の小野中学校敷地遺跡では、晩期後半の良好な刻目突帯文土器や早期の押型文土器片が出土してお

り、井ノ山遺跡のある小野地区では佐波川両岸の山裾に縄文時代の集落が点在したことがわかる。

　古墳時代以降については、井ノ山遺跡の情報量は多くない。小野地区全体でも、縄文時代・弥生時

代の遺跡・遺物発見地は多いが、古墳時代の集落跡は知られておらず、古墳は右岸の松ヶ谷古墳およ

び左岸の井手山古墳群が知られるのみである。古墳時代頃、佐波川の流路変更が頻繁にあり、平地が

氾濫原化していたことが理由として考えられる。逆に古墳時代以降は佐波川下流域右岸および左岸の

後に国府が置かれる現市域周辺部の微高地に遺跡が増加する。沖積作用の安定や土木技術の発展等に

より、下流の沖積平野の利用が本格化したものとみられる。

　現在真尾にある光明寺は、当初井ノ山遺跡の立地する松尾山に建立されていた。防長風土注進案中

の寺伝によれば、松尾山天皇院光明寺は桓武天皇時代に創建され、盛時は数多くの坊堂をもつ一大伽

藍であったという。戦国期に戦火に遭い焼失し、その後再建されている。現在天皇院跡に石碑が建

ち、山腹の所々に坊跡とみられる平坦地がみられる。松尾山伽藍旧跡荒図によれば、遺跡周辺にも坊
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院が所在した可能性がある。調査では古代の須恵器数点が出土しているが、出土状況から同時期の墓

が存在した可能性は低い。寺に伴う坊等が存在する可能性も考えられるが、調査区内では関連遺構は

全く見つかっておらず、この点についても今後の調査に期待したい。

放射性炭素年代測定結果について　昨今、加速器質量分析法（ＡＭＳ）による放射性炭素年代測定結

果や年輪年代測定法結果に基づく実年代研究成果が注目されている。県内ではこれまで同測定法で得

られたデータは多くない。本遺跡では、竪穴住居跡および柱穴内出土の炭化材や器面に煤が付着した

土器について年代測定を行った。詳細は付編に掲載しており、土器についてのみ、実測図番号：測定

結果（従来時期区分）を記しておく。弥生土器は７９：BC１１０～AD７０年（中期初頭）、８２：BC３５０～３１０

年orBC２１０～４０年（中期後半）、１６４：BC１１３０～９２０年（中期中頃～後半）、１６８：BC１６０～AD５０年（中

期後半）である。中世の足鍋は、２０４：１３１０～１４３０年（Ⅲ新、１５世紀後半～１６世紀？）、２１８：１３００～

１４２０年（Ⅱ、１４世紀後半～１５世紀前半）である。

おわりに　井ノ山遺跡は、真尾猪の山遺跡と一連の遺跡であり、南の井手山古墳群付近から少なくと

も調査区の２００ｍ以上北まで、佐波川左岸の山沿いに１㎞以上にわたる規模をもつ弥生時代を中心と

する集落跡である。銅鑿の出土からみても、小野地区の中心的な集落跡と考えられる。今回の調査で

は、弥生時代後期が希薄であったが、後期の土器片は南の真尾猪の山遺跡に濃密に散布している。周

辺一帯に弥生時代前期から後期にかけての集落跡や墓地が埋存するものとみられる。今後発掘調査が

進めば、全貌が判明し、遺跡の特性や意義が明らかになるものと期待される。
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Ⅴ　付　編

山口県、井ノ山遺跡における自然科学分析
株式会社　古環境研究所

Ⅰ．井ノ山遺跡における放射性炭素年代測定結果

１．試料と方法

（１）１４C年代測定値

　試料の１４C/１２C比から、単純に現在（AD１９５０年）から何年前かを計算した値。１４Cの半減期は、国際

的慣例によりLibbyの５，５６８年を用いた。

（２）δ   １３C測定値
デルタ

　試料の測定１４C/１２C比を補正するための炭素安定同位体比（１３C/１２C）。この値は標準物質（PDB）の同

位体比からの千分偏差（‰）で表す。 
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測定法前処理種類地点・層準試料名

���酸�アルカリ�酸洗浄，石墨調整土器付着炭化物Ⅰ地区��３，足鍋№２

���酸洗浄，石墨調整土器付着炭化物Ⅰ地区��３上，甕№３

���酸�アルカリ�酸洗浄，石墨調整土器付着炭化物Ⅰ地区��５，甕№４

���酸�アルカリ�酸洗浄，石墨調整土器付着炭化物Ⅰ地区��３，足鍋№５

���酸�アルカリ�酸洗浄，石墨調整土器付着炭化物Ⅰ地区��１１７，甕№６

���酸�アルカリ�酸洗浄，石墨調整炭化材Ⅰ地区��３№７

���酸�アルカリ�酸洗浄，石墨調整炭化材Ⅰ地区��３南端柱穴№８

���酸�アルカリ�酸洗浄，石墨調整炭化材Ⅰ地区��３（床土）№９

��������	�
酸�アルカリ�酸洗浄，ベンゼン合成炭化材Ⅰ地区��４中柱穴№１０

��������	�
酸�アルカリ�酸洗浄，ベンゼン合成炭化材Ⅰ地区��３№１１

��������	�
酸�アルカリ�酸洗浄，ベンゼン合成炭化材Ⅰ地区��８１№１２

��������	�
酸�アルカリ�酸洗浄，ベンゼン合成炭化材Ⅰ地区��２№１３

���酸洗浄，石墨調整土器付着炭化物Ⅰ地区遺物包含層，甕№１４

１）Radiometric：液体シンチレーションカウンタによる β 　線計数法
ベータ

２）AMS：加速器質量分析法（Accelerator Mass Spectrometry）



２．測定結果 
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　暦年代（西暦）補正１４�年代δ１３�１４�年代測定№試料名

（年��）（‰）（年��）（����－）�������

交点：�������１４００　５８０±４０－２５．５　５９０±４０１９９６３８№２

１σ：�������１３１０�１３６０，１３９０�１４１０�������　　　　�����

２σ：�������１３００�１４２０�����　　　����������

交点：�������１０１０�２８６０±４０－２４．７�２８６０±４０１９９６３９№３

１σ：�������１０６０�９７０����������������

２σ：�������１１３０�９２０����������������

交点：�������１６０�２１２０±４０－２５．４�２１３０±４０１９９６４０№４

１σ：�������１９０�８０����������������

２σ：�������３５０�３１０，２１０�４０����������������

交点：�������１４１０　５５０±４０－２５．５　５６０±４０１９９６４１№５

１σ：�������１４００�１４２０����������������

２σ：�������１３１０�１４３０����������������

交点：�������３０�２０２０±４０－２５．８�２０３０±４０１９９６４２№６

１σ：�������５０����３０�������������

２σ：�������１１０����７０�������������

交点：�������８０�２０８０±４０－２６．５�２１００±４０１９９６４３№７

１σ：�������１６０�４０�������������

２σ：�������１９０����１０�������������

交点：�������１９０�２１６０±４０－２８．４�２２２０±４０１９９６４４№８

１σ：�������３５０�３１０，２１０�１６０�������������

２σ：�������３６０�８０�������������

交点：�������１００�２０９０±４０－２４．９�２０９０±４０１９９６４５№９

１σ：�������１７０�５０�������������

２σ：�������２００�１０�������������

交点：�������１７５０�３４５０±６０－２６．１�３４６０±６０１９９６４６№１０

１σ：�������１８７０�１６９０�������������

２σ：�������１９１０�１６２０�������������

交点：�������８０�２０８０±６０－２５．７�２０９０±６０１９９６４７№１１

１σ：�������１８０�３０�������������

２σ：�������３５０�３１０，２１０����５０�������������

交点：�������７９０�２５６０±７０－２４．４�２５５０±７０１９９６４８№１２

１σ：�������８００�７６０，６４０�５６０�������������

２σ：�������８３０�４２０�������������

交点：�������７７０�２５２０±７０－２４．８�２５２０±７０１９９６４９№１３

１σ：�������７９０�５２０�������������

２σ：�������８２０�４１０�������������

交点：�������４０�２０４０±４０－２６．２�２０６０±４０１９９６５０№１４

１σ：�������８０����１０�������������

２σ：�������１６０����５０�������������



（３）補正１４C年代値

　δ１３C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、１４C/１２Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年

代。試料のδ１３C値を－２５（‰）に標準化することによって得られる年代である。

（４）暦年代

　過去の宇宙線強度の変動による大気中１４C濃度の変動を較正することにより算出した年代（西暦）。

calはcalibrationした年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の１４Cの詳細な測定値、

およびサンゴのU�Th年代と１４C年代の比較により作成された較正曲線を使用した。最新のデータベー

スでは約１９，０００年BPまでの換算が可能となっている。ただし、１０，０００年BP以前のデータはまだ不完

全であり、今後も改善される可能性がある。

　暦年代の交点とは、補正１４C年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。１ σ （６８％確
シグマ

率）と２σ（９５％確率）は、補正１４C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。した

がって、複数の交点が表記される場合や、複数の１σ・２σ値が表記される場合もある。

３．所見

　放射性炭素年代測定の結果、№２の土器付着炭化物では５８０±４０年BP（１σの暦年代でAD１３１０～

１３６０，１３９０～１４１０年）、№３の土器付着炭化物では２８６０±４０年BP（同BC１０６０～９７０年）、№４の土器付

着炭化物では２１２０±４０年BP（同BC１９０～８０年）、№５の土器付着炭化物では５５０±４０年BP（同AD１４００

～１４２０年）、№６の土器付着炭化物では２０２０±４０年BP（同BC５０～AD３０年）、№７の炭化材では２０８０±

４０年BP（同BC１６０～４０年）、№８の炭化材では２１６０±４０年BP（同BC３５０～３１０，２１０～１６０年）、№９の

炭化材では２０９０±４０年BP（同BC１７０～５０年）、№１０の炭化材では３４５０±６０年BP（同BC１８７０～１６９０年）、

№１１の炭化材では２０８０±６０年BP（同BC１８０～３０年）、№１２の炭化材では２５６０±７０年BP（同BC８００～

７６０，６４０～５６０年）、№１３の炭化材では２５２０±７０年BP（同BC７９０～５２０年）、№１４の土器付着炭化物では

２０４０±４０年BP（同BC８０～AD１０年）の年代値が得られた。

　なお、№８、№１０、№１２では放射性炭素年代測定値よりも暦年代の年代幅がかなり大きくなってい

るが、これは該当時期の暦年代較正曲線が不安定なためである。

文献

Stuiver et al. （1998）, INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration, Radiocarbon, 40，p. 1041�1083．

中村俊夫（1999）放射性炭素法．考古学のための年代測定学入門．古今書院，p. 1�36．

　

Ⅱ．井ノ山遺跡における植物珪酸体分析

１．はじめに

　植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO２）が蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス質

の微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この
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微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物

の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，２０００）。

２．試料

　試料は、Ⅰ地区の埋甕１、埋甕２、埋甕３、埋甕６の内面底部から採取された試料Ａ～試料Ｄの４

点である。

３．分析法

　植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原，１９７６）を用いて、次の手順で行った。

１）試料を１０５℃で２４時間乾燥（絶乾）

２）試料約１gに対し直径約４０�のガラスビーズを約０．０２ｇ添加（０．１㎎の精度で秤量）

３）電気炉灰化法（５５０℃・６時間）による脱有機物処理

４）超音波水中照射（３００Ｗ・４２KHz・１０分間）による分散

５）沈底法による２０�以下の微粒子除去

６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

７）検鏡・計数

　同定は、４００倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として

行った。計数は、ガラスビーズ個数が４００以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の

精査に相当する。試料１ｇあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数

の比率をかけて、試料１ｇ中の植物珪酸体個数を求めた。

　また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（１．０と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞

珪酸体１個あたりの植物体乾重、単位：１０－５ｇ）をかけて、単位面積で層厚１㎝あたりの植物体生産

量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることがで

きる。イネの換算係数は２．９４（種実重は１．０３）、ヨシ属（ヨシ）は６．３１、ススキ属（ススキ）は１．２４、

メダケ節は１．１６、ネザサ節は０．４８、チマキザサ節型（チマキザサ節・チシマザサ節）は０．７５、ミヤコ

ザサ節は０．３０である（杉山，２０００）。タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率

を求めた。

４．分析結果

（１）分類群

　分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い、その結果を表１および図１に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

　イネ、キビ族型、ヨシ属、シバ属、ススキ属型（おもにススキ属）、ウシクサ族Ａ（チガヤ属など）

〔イネ科－タケ亜科〕

　メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダケ属ネ
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ザサ節）、チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型（ササ属ミヤ

コザサ節など）、未分類等

〔イネ科－その他〕

　表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、未分類等

〔樹木〕

　ブナ科（シイ属）、クスノキ科、その他

（２）植物珪酸体の検出状況

　埋甕１の内面底部（試料Ａ）では、イネが比較的多く検出され、ヨシ属、ウシクサ族Ａ、ネザサ節

型、ミヤコザサ節型、およびブナ科（シイ属）などの樹木起源も検出された。埋甕２の内面底部（試

料Ｂ）、および埋甕６の内面底部（試料Ｄ）でも、おおむね同様の結果である。イネの密度は、３，８００

～４，９００個/ｇ個/ｇと比較的高い値であり、稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている

３，０００個/ｇを上回っている。おもな分類群の推定生産量によると、各試料ともイネが優勢となってい

る。

　埋甕３の内面底部（試料Ｃ）では、シバ属、ネザサ節型、ブナ科（シイ属）などが検出されたが、

いずれも少量である。

　植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類、ヒ

エ属型（ヒエが含まれる）、エノコログサ属型（アワが含まれる）、キビ属型（キビが含まれる）、ジュ

ズダマ属（ハトムギが含まれる）、オヒシバ属（シコクビエが含まれる）、モロコシ属型、トウモロコ

シ属型などがあるが、これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。 
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Ａ　埋甕１内面底部 

Ｂ　埋甕２内面底部 

Ｃ　埋甕３内面底部 

Ｄ　埋甕６内面底部 
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図１　山口県、井ノ山遺跡における植物珪酸体分析結果



５．考察

　植物珪酸体分析の結果、埋甕１、埋甕２、埋甕６の内面底部からは、イネが比較的多量に検出され

た。このことから、当時は調査区周辺で稲作が行われており、そこから何らかの形で埋甕内にイネの

植物珪酸体が混入したと推定される。なお、イネの籾殻（穎の表皮細胞）に由来する植物珪酸体は検

出されないことから、埋甕内にイネ籾が入れられていた可能性は考えにくい。

　当時の調査区周辺は、ネザサ節やウシクサ族などが生育するイネ科植生であったと考えられ、周辺

にはヨシ属などが生育する湿地的なところも分布していたと推定される。また、遺跡周辺にはシイ属
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表１　山口県、井ノ山遺跡における植物珪酸体分析結果

検出密度（単位：×１００/ｇ）

ＤＣＢＡ地点・試料

埋甕６埋甕３埋甕２埋甕１　学名　　分類群

����������（�������）イネ科

４９４４３８���������	
��（��������	
���）イネ

７����������	
�キビ族型

１４７８��������	
�（����）ヨシ属

７������シバ属

２８��������	������ススキ属型

２１１５１５�����������	�
�
����ウシクサ族�

��������	
�
�（������）タケ亜科

２１���������	
����������		
�
������メダケ節型

９９３０５８５３���������	
�����������	�	ネザサ節型

４２��������������������チマキザサ節型

５６７７１５�������������	��
��
ミヤコザサ節型

７８７３６２３������未分類等

������その他のイネ科

７７１５��������	�
	����表皮毛起源

８５５８１５����������棒状珪酸体

４０９３７１９７１０５������未分類等

��������樹木起源

３５７８�����������ブナ科（シイ属）

１４���������クスノキ科

２８７７１５������その他

９９４１０５４３７３０８�����植物珪酸体総数

おもな分類群の推定生産量（単位：㎏／㎡・㎝）：試料の仮比重を１．０と仮定して算出

１．４５１．２９１．１０���������	
��（��������	
���）イネ

０．８９０．４６０．４７��������	
�（����）ヨシ属

０．３５��������	������ススキ属型

０．２５���������	
����������		
�
������メダケ節型

０．４７０．１４０．２８０．２５���������	
�����������	�	ネザサ節型

０．３２��������������������チマキザサ節型

０．１７０．０２０．０２０．０５�����������	
�������ミヤコザサ節型

タケ亜科の比率（％）

２０���������	
����������		
�
������メダケ節型

３９８６９３８５���������	
�����������	�	ネザサ節型

２６��������������������チマキザサ節型

１４１４７１５�������������	��
��
ミヤコザサ節型



などの照葉樹林が分布していたと考えられる。
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古学と自然科学，９，p. １５�２９．

藤原宏志・杉山真二（１９８４）プラント・オパール分析法の基礎的研究（５）－プラント・オパール分析による水田址の

探査－．考古学と自然科学，１７，p. ７３�８５．

　

Ⅲ．井ノ山遺跡における花粉分析

１．はじめに

　花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉な

どの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある。
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２．試料

　試料は、Ⅰ地区の埋甕１、埋甕２、埋甕３、埋甕６の内面底部から採取された試料Ａ～試料Ｄの４

点である。

３．方法

　花粉粒の分離抽出は、中村（１９７３）の方法をもとに、以下の手順で行った。

１）０．５％りん酸三ナトリウム（１２水）溶液を加え１５分間湯煎する。

２）水洗処理の後、０．５㎜の篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

３）２５％フッ化水素酸溶液を加えて３０分放置

４）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン

氏液を加え１分間湯煎）を施す

５）再び氷酢酸を加えて水洗処理

６）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

７）検鏡・計数

　検鏡は生物顕微鏡によって３００～１０００倍で行った。花粉の同定は、島倉（１９７３）および中村（１９８０）

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、

亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。

４．結果

（１）分類群

　出現した分類群は、樹木花粉４、草本花粉９、シダ植物胞子２形態の計１５である。分析結果を表１

に示し、花粉数が１００個以上計数された試料については花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを示

した。なお、寄生虫卵および明らかな食物残渣にも注目して分析を行ったが、いずれの試料からも検

出されなかった。主要な分類群について顕微鏡写真を示し、以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

　マツ属複維管束亜属、スギ、クリ、コナラ属アカガシ亜属

〔草本花粉〕
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図１　井ノ山遺跡における花粉ダイアグラム



　イネ科、カヤツリグサ科、ソバ属、アカザ科－ヒユ科、ナデシコ科、キンポウゲ属、アブラナ科、

キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

　単条溝胞子、三条溝胞子

（２）花粉群集の特徴

１）埋甕１の内面底部（試料Ａ）

　樹木花粉のマツ属複維管束亜属、コナラ属アカガシ亜属、クリ、草本花粉のイネ科、ヨモギ属、ソ

バ属などが検出されたが、いずれも少量である。

２）埋甕２の内面底部（試料Ｂ）

　花粉密度は低く、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。草本花粉ではソバ属とイネ科が高率

に出現し、アブラナ科、アカザ科－ヒユ科、ナデシコ科などが伴われる。樹木花粉ではマツ属複維管

束亜属が多く出現し、スギ、クリ、コナラ属アカガシ亜属が伴われる。
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表１　井ノ山遺跡における花粉分析結果

ＤＣＢＡ分類群

埋甕６埋甕３埋甕２埋甕１　和名　　学名

樹木花粉���������	����


２４２マツ属複維管束亜属������������������������

２スギ���������	
��
��	�


２１クリ����������	�����

１２コナラ属アカガシ亜属���������������������������	
�


草本花粉�����������	
�����

１１２６６イネ科���������

２カヤツリグサ科����������

２９１ソバ属��������	

５１アカザ科－ヒユ科���������	
�	���	�	���	
�	�

５ナデシコ科�����������	
�


１キンポウゲ属����������

９アブラナ科����������

１キク亜科���������	�

１１４ヨモギ属���������

シダ植物胞子����������

１４１単条溝胞子����������	
���
���

１３２三条溝胞子���������	
���
���

００２９５樹木花粉���������	����


００００樹木・草本花粉��������・�����������	
�����

２１７９１２草本花粉�����������	
�����

２１１０８１７花粉総数�����������	

１．８

×１０

０．９

×１０

５．３

×１０２
１．４

×１０２
試料１�中の花粉密度����������	
���������１�

００３１未同定花粉������������	�

２０７３シダ植物胞子����������

（－）（－）（－）（－）寄生虫卵��������	�

�

（－）（－）（－）（－）明らかな消化残渣���������	
������



３）埋甕３の内面底部（試料Ｃ）

　花粉は、ほとんど検出されなかった。

４）埋甕６（試料Ｄ）

　花粉は、ほとんど検出されなかった。

５．考察

　埋甕２の内面底部（試料Ｂ）では、栽培植物のソバ属（ソバ）や、多くの栽培植物を含むイネ科、

アブラナ科が多く検出され、人里植物ないし耕地雑草の性格をもつアカザ科－ヒユ科、ヨモギ属など

も検出された。このことから、当時の調査区周辺では、ソバをはじめ、アブラナ科やイネ科（植物珪

酸体分析ではイネが検出されている）などの栽培が行われていたと考えられ、周囲にはアカザ科－ヒ

ユ科やナデシコ科などの草本類が生育していたと推定される。また、遺跡周辺にはマツ類（アカマツ）

の二次林が分布していたと考えられ、クリやカシ類なども生育していたと推定される。

　埋甕１の内面底部（試料Ａ）では、花粉があまり検出されないことから植生や環境の詳細な推定は

困難であるが、埋甕２とおおむね同様の状況であった可能性が考えられる。

　埋甕３と埋甕６の内面底部では、花粉はほとんど検出されなかった。花粉が検出されない原因とし

ては、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解されたことなどが考え

られる。
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１　マツ属複維管束亜属 ３　コナラ属 
　　　　アカガシ亜属 

４　イネ科 ２　クリ 

５　ソバ属 ７　アブラナ科 ８　ヨモギ属 ６　ソバ属 

井ノ山遺跡の花粉・胞子　　　　１０�



Ⅳ．井ノ山遺跡におけるリン・カルシウム含量分析

１．はじめに

　土壌中に含まれるリンやカルシウムの起源としては、土壌の母材、動物遺体、植物遺体などがある。

また、遺跡の生活面や遺構内には遺体、排泄物、代謝物、食物残渣、燃料灰などに由来するリンやカ

ルシウムが蓄積している。カルシウムは一般に水に溶解しやすいが、リンは土壌中の鉄やアルミニウ

ムと強く結合して難溶性の化合物となるため、土壌中における保存性が高い。このようなリンやカル

シウムの性質を利用して、墓状遺構などにおける生物遺体（人骨など）の確認、および生活面や遺構

面の確認などが試みられている。

２．試料

　試料は、Ⅰ地区の埋甕１、埋甕２、埋甕３、埋甕６の内面底部から採取された試料Ａ～試料Ｄの４

点である。

３．分析方法

　エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析システム（日本電子㈱製，JSX３２０１）を用いて、元素の同定および

ファンダメンタルパラメータ法（FP法）による定量分析を行った。試料の処理法は次のとおりである。

１）試料を絶乾（１０５℃・２４時間）

２）メノウ製乳鉢を用いて試料を粉砕

３）試料を塩化ビニール製リング枠に入れ、圧力１５ｔ/�でプレスして錠剤試料を作成

４）測定時間３００秒、照射径２０㎜、電圧３０keV、試料室内真空の条件で測定

　なおＸ線発生部の管球はロジウム（Rh）ターゲット、ベリリウム（Be）窓、Ｘ線検出器はSi（Li）

半導体検出器である。

４．分析結果

　各元素の定量分析結果（wt％）を表１に示し、リン酸（P２O５）とカルシウム（CaO）の含量を図１

に示す。
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Ａ　埋甕１内面底部 

Ｂ　埋甕２内面底部 

Ｃ　埋甕３内面底部 

Ｄ　埋甕６内面底部 

０．０ １．０ ２．０ ３．０ ４．０ 

リン酸　P２O５ 

０．０ ０．１ ０．２ ０．３ ０．４ ０．５ ０．６ ０．７

カルシウム　CaO

図１　井ノ山遺跡における各試料のリン・カルシウム含量（wt％）



５．考察

　一般に、未耕地の土壌中におけるリン酸含量は０．１～０．５％程度、耕地土壌でリン酸肥料が投入され

た場合は１．０％程度である。農耕地では施肥による影響が大きく、目的とする試料の分析結果のみか

ら遺構・遺物内における生物遺体の存在を確認するのは困難である。このため、比較試料（遺物・遺

構外の試料）との対比を行う必要がある。

　リン酸（P２O５）の含量は、埋甕２の内面底部（試料Ｂ）と埋甕３の内面底部（試料Ｃ）では３．４７％

および２．８３％とかなり高い値であり、埋甕１の内面底部（試料Ａ）と埋甕６の内面底部（試料Ｄ）で

も１．２７～１．３２％と比較的高い値である。なお、カルシウム（CaO）含量は、０．２３～０．６０％といずれも

比較的低い値である。

　以上のことから、埋甕２や埋甕３などの内部にはリン酸を多く含む何らかの生物遺体が存在してい

た可能性が考えられるが、比較試料（埋土上部や埋甕外側の土壌など）について分析が行われていな

いことから、確定的なことは言えない。なお、カルシウムは一般に溶解性が大きいことから（竹追、

１９９３）、土壌中で拡散・移動した可能性が考えられる。
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表１　山口県、井ノ山遺跡における蛍光Ｘ線分析結果

単位：wt（％）

ＤＣＢＡ地点・試料

埋甕６埋甕３埋甕２埋甕１化学式原子№

０．９３３０．３３８０．５６２０．８１０Na２O１１

０．３７５０．３３００．３８３０．５９５MgO１２

２０．４８５２３．９６６２２．２３４２２．６４８Al２O３１３

６５．１８０６１．３３４６１．５７６６１．７８６SiO２１４

１．２８７２．８３１３．４６６１．３１５P２O５１５

０．１８８０．００００．００００．０００SO３１６

４．１６２３．８０９４．４３２３．８３０K２O１９

０．５９７０．２３４０．５２９０．４７９CaO２０

０．７２６０．５３２０．７１６０．７８５TiO２２２

０．００９０．００００．００００．０２３V２O５２３

０．１６４０．０７９０．０７８０．１８９MnO２５

５．８３６６．４６５５．９５５７．４８５Fe２O３２６

０．０５４０．０４２０．０５５０．０４８Rb２O３７

０．００４０．００７０．０１４０．００７SrO３８

０．００００．０３５０．００００．０００ZrO２４０
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図版　１

調査区遠景（西から）



図版　２

調査区遠景（北から）

調査区全景（西から）



図版　３

Ⅰ地区北部　完掘状況（西から）

Ⅰ地区中央部・南部　完掘状況（西から）



図版　４

SK１４３周辺　完掘状況（西から）

SK１４３　完掘状況（西から）



図版　５

Ⅰ地区竪穴住居跡群　完掘状況（南西から）

SB２　完掘状況（西から） SB４　完掘状況（西から）



図版　６

SB１　遺物出土状況（北西から）

SB１　完掘状況（北西から）



図版　７

SB３　遺物出土状況（西から）

SB３　完掘状況（南西から）



図版　８

SK３７　遺物出土状況（西から）

SK８　遺物出土状況（北から）

SK１４２　遺物出土状況（西から）

SK１１６　遺物出土状況（南から）

SK３３　遺物出土状況（西から）



図版　９

SK５２　完掘状況（北から） SK１０３・１０４　完掘状況（西から）

SK１２９　完掘状況（西から） SK１４０　完掘状況（西から）

SK１１７　完掘状況（西から） SK１２３　完掘状況（西から）

SK１０７　完掘状況（西から） SK１０８　完掘状況（西から）



図版　１０

SX５　完掘状況（西から）



図版　１１

SK１　遺物出土状況（南から） SK３　遺物出土状況（西から）

SP２　遺物出土状況（西から） SP２　完掘状況（西から）

SK１３　完掘状況（西から） SK１５　完掘状況（西から）

SK９　完掘状況（北から） SK１２　完掘状況（西から）



図版　１２

SX３　完掘状況（南西から）

SX３　遺物出土状況（西から）



図版　１３

SX１　遺物出土状況（西から）

SE１　完掘状況（東から）



図版　１４

埋甕１　出土状況①（西から） 埋甕１　出土状況②（西から）

埋甕５　出土状況（西から） 埋甕６　出土状況（南から）

埋甕２　出土状況（北から） 埋甕３　出土状況（西から）

埋甕１　出土状況③（西から） 埋甕２・３　出土状況（西から）
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TR４　遺物出土状況（北から）

TR４　遺物出土状況（南から）

Ⅰ地区TR１～５　完掘状況（南西から）

TR５　遺物出土状況（西から）

TR４　遺物出土状況（北から）
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Ⅰ地区遺物包含層　遺物出土状況（北から）

Ⅰ地区遺物包含層　遺物出土状況（北から）

Ⅰ地区流路跡　遺物出土状況（東から）

Ⅰ地区遺物包含層　遺物出土状況（西から）

Ⅰ地区遺物包含層　遺物出土状況（北から）
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Ⅱ地区　完掘状況（北から）

Ⅱ地区遺物包含層　完掘状況（東から）
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